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おかげさまで、2024年も自動精算機の導入は順調に進んでまいりました。これもひとえに皆様の
ご支援の賜物と、心より感謝申し上げます。
昨今の人手不足を背景に、業務の効率化がますます重要となっており、自動精算機へのニーズが

あることも、当社製品が広くご支援いただける理由の一つかと思います。
引き続きお客様のニーズにお応えし、品質向上とサービスの充実に努めてまいります。
末筆ではございますが、より良き２０２５年をお迎えください。
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詳細はこちらまで

以下のご用意もございます。

・安価なﾊﾞｰｺｰﾄﾞ連携ｾﾐｾﾙﾌPOS
・調剤薬局向け自動精算機（Shis連携）
・動物病院向け自動精算機 お気軽にお問い合わせください。



再保険子会社「Captive（以下キャプティブ）」についてご紹介します。
(1)キャプティブとは

・キャプティブとは、みなさまがその子会社として設立する、自社および自社グループのリスクのみを
引き受ける再保険会社です。

・設立可能である海外の軽課税国に設立され、多くはペーパーカンパニーの形態をとります。
・主な設立地は、英領バミューダ、カリブ海地域、シンガポール、ハワイ、ミクロネシア等です。
・日本企業では海運会社、大手メーカー、総合商社等の約70社がキャプティブを保有しています。

(2)設立目的とメリット
主に以下４点が挙げられます。

○キャッシュフローの強化
→元受保険会社に支払った保険料と、元受保険会社がキャプティブに支払う再保険料の差額を収益と
することで、キャッシュがたまります。
○保険化が難しいリスクへの対応
→特殊リスク等、通常の手法では欲しい内容の保険カバーを手配できないため、自前のキャプティブ
を設立することにより、企業と保険会社がリスクを分け合い、保険化が困難であった
リスクをカバーすることができる場合があります。
○再保険マーケットへのアクセス
→キャプティブも改めて再保険を手配するため、国際的な再保険マーケットにおける情報を入手する
ことができます。
○リスクマネジメント機能の強化
→キャプティブにおいて、自社グループのリスク管理を一元化することができます。
日系企業における主な設立目的となっています。
(3)全体像

医科専用
レセプト総合支援サービス『レセスタ』

請求漏れは本当にありませんか?
なぜ査定!?と思ったことありませんか?
こんな疑問を全て解決するサービスがレセスタです。約20年の期間をかけて、蓄積
した診療報酬請求のノウハウを集約したクラウド型サービス。
気付いていない算定項目を抽出する算定支援サービスや、診療報酬の疑問を専任の
担当者チームに問合わせできるQ&Aサービスなど正しいレセプト請求業務をフル
サポートする医療機関必須の診療所向けサービスです。

会員専用Webの閲覧 様々な算定情報をWebに掲載

情報誌の提供 保険請求に関する情報雑誌を月2回提供!

算定支援サービス 算定漏れや有用な算定項目を1クリックで簡単検索!

レセプト点検サービス 毎月の請求業務に欠かせない整合性・病名をチェック！

機能進化型サービス 機能進化・追加によりレセスタは進化します

NEWS
資産防衛の一つのカタチ・・・
継承してどんどん目減りする資産を守れます。 医療法人も活用可能です。

1カ月無料で使えます。

お気軽のお声がけください。
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動画でご紹介します
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